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大阪の史跡や歴史
資料を毎号連続で
ご紹介します。
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−難波・木津の幹線水路とその痕跡
　南海電鉄なんば駅の周辺からその南西の一帯は、近世には難波村・木津村という大
坂三郷の市街地に隣接した近郊農村地帯でした。上町台地の西側に南北に延びる難

なん

波
ば
砂
さ
堆
たい
にあり、水

みず
捌
は
けのよい砂地を利用して畠作を中心に農業が行われていました。

　大阪湾に面した難波砂堆は、浜
ひん
堤
てい
の発達により徐々に陸化しました。現在の国道26号

線付近を境に東側は古代〜中世初め頃までの間に、それ以西はその後に順次陸化して
いったことが発掘調査成果から明らかにされています。土地が安定すると農地として利用
されるようになり、古代〜中世初め頃までに陸化した一帯は中世の間に耕地化し、これよ
りも西側の沿海部は一部をのぞき近世以降に耕地化していきました。
　これら農地の灌

かん
漑
がい
を支えたのが鼬川でした。鼬川は上町台地の西縁部の谷水に端を

発し、難波村と木津村の境を通り木津川へと流れていました。用水と排水の機能を兼ねた幹線水路であったよ
うです。文化3（1806）年の絵図『増修改正摂州大阪地図』をみると、堤防に設けた取排水口や堰

せき
などを使用

して用排水を行っていたようすがうかがえます。
　鼬川は昭和10〜20年代に埋め立てられて現在は残っていませんが、流路は概ね道路として痕跡をとどめて
います。また、鼬川に架けられていた複数の橋のうちの１つで、木津村に居住した土木技術者で木津川の治水
や周辺の開発に尽力したことなどで知られる木津勘助（本名：中村勘助）が架けた「勘助橋」は、橋が架けら
れていた道が現在「勘助橋筋」と呼ばれて橋の名前が残っているほか、橋のあった場所に近い鴎

かもめ
町
ちょう
公園内に

「勘助橋跡」の石碑が建てられています。� （大阪市教育委員会事務局　文化財保護課）

勘助橋跡の石碑（浪速区
敷津西１丁目）

きたい行
もっと

※�掲載の各事業やイベント等については、主催者の判断により変更または中止、延期される場合があります。開催の有無等につきましては、各申し込み先にお問い合わせ
をいただきますようお願いします。
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